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(57)【要約】

【課題】

カメラによる視認範囲を狭めずに情報量を増やせる二

次元マーカ、二次元マーカ認識処理システムを提供する

。

【解決手段】

二次元マーカ（１）は、方形のパターンブロックがモ

ザイク模様に印刷されて表示領域が形成され、そこには

、視認性を優先して主要情報を保持し表示する主表示領

域（４）と、単位面積当たりの情報密度を優先して補足

的情報を保持し表示する副表示領域（２,３）と、を有

する。二次元マーカ認識処理システムは、二次元マーカ

位置検出部が、撮像情報における二次元マーカ（１）の

描写形態からマーカ位置を推定して入出力部に出力し、

動線構成部は、二次元マーカ位置検出部が推定したマー

カ位置の履歴を動線として描写するように入出力部に出

力し、二次元マーカ情報読取部が、撮像情報におけるモ

ザイク模様に保持し表示された情報を読み取って入出力

部に出力する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 管 理 対 象 を 識 別 す る た め 濃 淡 で 視 認 可 能 な 方 形 の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク が 異 な る モ ザ イ ク 模

様 に 印 刷 さ れ て 情 報 を 保 持 し 表 示 す る 表 示 領 域 が 形 成 さ れ た 二 次 元 マ ー カ で あ っ て 、

　 前 記 表 示 領 域 に は 、

　 視 認 性 を 優 先 し て 主 要 情 報 を 保 持 し 表 示 す る 主 表 示 領 域 と 、

　 単 位 面 積 当 た り の 情 報 密 度 を 優 先 し て 補 足 的 情 報 を 保 持 し 表 示 す る 副 表 示 領 域 と 、

　 を 有 す る 二 次 元 マ ー カ 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 主 表 示 領 域 は 前 記 副 表 示 領 域 よ り も 前 記 パ タ ー ン ブ ロ ッ ク の 面 積 を 大 き く し た 請 求

項 １ に 記 載 の 二 次 元 マ ー カ 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 主 表 示 領 域 は 前 記 モ ザ イ ク 模 様 の 最 大 対 角 を な す 外 形 突 端 の ２ 点 以 上 が 前 記 表 示 領

域 の 外 周 に 接 す る 、

請 求 項 １ に 記 載 の 二 次 元 マ ー カ 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 モ ザ イ ク 模 様 は 大 き さ の 異 な る ２ 種 類 の 前 記 パ タ ー ン ブ ロ ッ ク の 組 み 合 わ せ で 構 成

さ れ る 、

請 求 項 １ に 記 載 の 二 次 元 マ ー カ 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 主 表 示 領 域 は 前 記 表 示 領 域 の 中 心 部 を 占 有 し て 設 定 し 、 前 記 副 表 示 領 域 は 前 記 表 示

領 域 の 周 辺 近 傍 部 に 設 定 し た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 二 次 元 マ ー カ 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 主 表 示 領 域 は 前 記 表 示 領 域 に お い て 、 囲 み 枠 状 部 を 有 し て 形 成 さ れ 、 該 囲 み 枠 状 部

の 内 外 に 残 さ れ た 余 白 部 に 前 記 副 表 示 領 域 を 形 成 し た 請 求 項 １ に 記 載 の 二 次 元 マ ー カ 。

【 請 求 項 ７ 】

　 複 数 が 設 定 さ れ た 前 記 副 表 示 領 域 の う ち 、 前 記 囲 み 枠 状 部 の 外 側 に 位 置 す る 前 記 副 表 示

領 域 は 、 前 記 囲 み 枠 状 部 の 内 側 に 位 置 す る 前 記 副 表 示 領 域 よ り も 前 記 パ タ ー ン ブ ロ ッ ク を

小 さ く 設 定 さ れ た 、

　 請 求 項 ６ に 記 載 の 二 次 元 マ ー カ 。

【 請 求 項 ８ 】

　 四 隅 の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク の う ち 何 れ か １ つ の 隅 部 を 回 り 止 め マ ー ク に 特 定 し 、 該 回 り 止

め マ ー ク を 必 ず 白 に 、 他 の ３ つ の 隅 部 を 黒 に し た 請 求 項 １ に 記 載 の 二 次 元 マ ー カ 。

【 請 求 項 ９ 】

　 請 求 項 １ に 記 載 の 二 次 元 マ ー カ を 付 し た 管 理 対 象 を カ メ ラ で 撮 像 し た 撮 像 情 報 を 計 算 機

で 処 理 し て 前 記 管 理 対 象 を 認 識 す る 二 次 元 マ ー カ 認 識 処 理 シ ス テ ム で あ っ て 、

　 前 記 計 算 機 は 、

　 演 算 処 理 装 置 と 、

　 記 憶 装 置 と 、

　 該 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ た 所 定 の プ ロ グ ラ ム と 、

　 を 有 し 、

　 前 記 演 算 処 理 装 置 が 前 記 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ り 、

　 前 記 撮 像 情 報 に お け る 前 記 二 次 元 マ ー カ の 描 写 形 態 か ら マ ー カ 位 置 を 推 定 し て 入 出 力 部

に 出 力 す る 二 次 元 マ ー カ 位 置 検 出 部 と 、

　 前 記 撮 像 情 報 に お け る 前 記 モ ザ イ ク 模 様 に 保 持 し 表 示 さ れ た 情 報 を 読 み 取 っ て 前 記 入 出

力 部 に 出 力 す る 二 次 元 マ ー カ 情 報 読 取 部 と 、

　 前 記 二 次 元 マ ー カ 位 置 検 出 部 が 推 定 し た マ ー カ 位 置 の 履 歴 を 動 線 に 描 写 す る よ う に 前 記

入 出 力 部 に 出 力 す る 動 線 構 成 部 と 、

　 を 形 成 す る 二 次 元 マ ー カ 認 識 処 理 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 １ ０ 】
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　 前 記 管 理 対 象 は 人 で あ り 、

　 前 記 主 表 示 領 域 で 保 持 し 表 示 さ れ る 情 報 は 個 人 を グ ル ー ピ ン グ し た 情 報 と 紐 づ け ら れ 、

前 記 副 表 示 領 域 で 保 持 し 表 示 さ れ る 情 報 は 前 記 個 人 を グ ル ー ピ ン グ し た 情 報 と 合 わ せ る こ

と で 前 記 個 人 を 特 定 で き る 情 報 と 紐 づ け ら れ た 、

　 請 求 項 ９ に 記 載 の 二 次 元 マ ー カ 認 識 処 理 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 二 次 元 マ ー カ 、 二 次 元 マ ー カ 認 識 処 理 シ ス テ ム に 関 し 、 特 に 情 報 密 度 を 高 め

て も 視 認 容 易 な 二 次 元 マ ー カ 、 二 次 元 マ ー カ 認 識 処 理 シ ス テ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 商 品 や 物 品 の 管 理 に バ ー コ ー ド （ barcode） が 多 用 さ れ て い る 。 こ の バ ー コ ー ド は 、 縞

模 様 状 の 線 の 太 さ に よ っ て 数 値 や 文 字 を 表 す 識 別 子 で あ る 。 こ の 識 別 子 、 す な わ ち 管 理 情

報 と し て 、 数 字 、 文 字 、 記 号 な ど の 情 報 を 一 定 の 規 則 に 従 い １ 次 元 の コ ー ド に 変 換 し 、 レ

ジ ス タ ー な ど の 機 械 が 読 み 取 り や す い デ ジ タ ル 情 報 と し て 入 出 力 で き る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の バ ー コ ー ド に は 機 能 上 の 制 約 が あ り 、 バ ー コ ー ド シ ン ボ ル の 左 右 に あ る 余 白 、 す な

わ ち ク ワ イ エ ッ ト ゾ ー ン （ 以 下 、 「 無 表 領 域 」 と も い う ） の 面 積 が 十 分 に 確 保 さ れ て い な

い と 読 み 取 れ な い 。 実 際 の と こ ろ 、 ク ワ イ エ ッ ト ゾ ー ン と し て 、 ナ ロ ー バ ー 幅 （ 最 小 エ レ

メ ン ト ） の １ ０ 倍 以 上 の 面 積 が 必 要 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の ク ワ イ エ ッ ト ゾ ー ン が 、 十 分 に 確 保 さ れ て い な い と 、 読 み 取 り が 不 安 定 に な る 。 類

似 の 制 約 と し て 、 バ ー コ ー ド の 高 さ に つ い て は 、 所 定 高 さ を 確 保 し て 印 刷 す る 必 要 が あ る

。 そ の 高 さ が 低 い と 、 レ ー ザ 光 が バ ー コ ー ド か ら 外 れ て し ま い 、 安 定 し て 読 み 取 れ な い 場

合 が あ る 。 実 際 の と こ ろ 、 バ ー コ ー ド の 長 さ の １ ５ ％ 以 上 を 確 保 す る こ と が 必 要 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 バ ー コ ー ド は 、 横 方 向 に し か 情 報 を 保 持 し 表 示 し な い の で １ 次 元 コ ー ド と 呼 ば れ る 。 こ

れ に 対 し 、 二 次 元 コ ー ド と は 、 水 平 方 向 と 垂 直 方 向 に 情 報 を 保 持 ・ 展 開 可 能 な 表 示 方 式 の

コ ー ド を い う 。 二 次 元 コ ー ド に は ２ 種 類 あ る 。 す な わ ち 、 小 さ な 正 方 形 を 上 下 左 右 に 配 列

さ せ た マ ト リ ッ ク ス 式 （ マ ト リ ッ ク ス コ ー ド ） と 、 １ 次 元 バ ー コ ー ド を 上 下 に 複 数 重 ね た

ス タ ッ ク 式 （ ス タ ッ ク コ ー ド ） と 、 の ２ 種 類 で あ る 。 こ こ で は 、 マ ト リ ッ ク ス コ ー ド の み

に つ い て 、 二 次 元 コ ー ド と し て 取 り 上 げ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の 二 次 元 コ ー ド は 、 い わ ゆ る Ｑ Ｒ コ ー ド （ 登 録 商 標 ） で あ り 、 第 １ ～ 第 ３ の 長 所 を 有

す る 。 第 １ に 四 角 い マ ー ク の モ ザ イ ク 模 様 を 携 帯 電 話 な ど の 端 末 で 読 み 取 る こ と に よ り 素

早 く デ ー タ を 取 得 で き る 。 第 ２ に 、 作 成 も 無 料 で 簡 単 に で き る 。 第 ３ に 、 バ ー コ ー ド に 比

べ る と 単 位 面 積 あ た り の 情 報 密 度 が 高 く 、 コ ー ド 化 す る デ ー タ が 同 一 で あ れ ば 印 字 、 表 示

面 積 は 小 さ く な る 長 所 を 有 す る 。 こ れ ら の 特 徴 に よ り 、 二 次 元 コ ー ド は 、 空 港 の 入 場 や 部

品 の 生 産 者 表 示 に 至 る ま で 、 欠 か せ な い 存 在 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 一 方 、 店 舗 、 工 場 、 倉 庫 等 に お い て 、 人 や 物 品 及 び そ の 物 品 の 搬 送 手 段 の 動 き を 追 跡 （

以 下 。 「 ト レ ー ス 」 と も い う ） し て 効 率 改 善 を 図 る 動 線 分 析 が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 多

く の 人 員 が 配 置 さ れ た 工 場 で は 、 効 率 化 の 観 点 か ら 対 象 者 に マ ー カ を 付 し 、 そ の マ ー カ を

ビ ー コ ン 等 の 電 磁 的 捕 捉 手 段 に よ り 追 跡 し 、 そ の 追 跡 デ ー タ を 用 い で 動 線 分 析 す れ ば 、 所

定 の 目 的 を 達 成 で き る こ と も 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の よ う な 所 定 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 ビ ー コ ン 等 を 用 い ず に 、 カ メ ラ で の 視 覚 的 情 報

取 得 （ 以 下 、 「 撮 像 」 又 は 「 視 認 」 と も い う ） に よ る な ら ば 、 撮 影 画 像 中 の 物 体 を 、 物 体
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の 色 や 形 状 を 手 掛 か り に し て 位 置 を 検 出 し 、 さ ら に 種 類 を 特 定 す る に は 困 難 を 伴 う 。 例 え

ば 、 不 特 定 多 数 を 管 理 対 象 と す る 顔 認 証 シ ス テ ム に は 、 所 定 ア ン グ ル で 対 象 者 の 顔 を 鮮 明

に 撮 影 で き る カ メ ラ と 大 規 模 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム が 不 可 欠 で あ る と い う 困 難 を 伴 う 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 も し 、 こ の よ う に 不 特 定 多 数 を 管 理 対 象 と す る 顔 認 証 シ ス テ ム で な く て も 足 り る 条 件 で

な ら ば 、 そ の よ う な 困 難 を 回 避 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 予 め 対 象 者 の 所 在 位 置 を 補

足 ・ 追 跡 し 易 い よ う に 、 ま た 、 種 類 を 同 定 し や す い よ う に 設 計 し た 二 次 元 マ ー カ を 管 理 対

象 と す る 物 体 に 貼 り 付 け ら れ る の で あ れ ば 、 格 段 に 簡 素 な シ ス テ ム で 動 線 分 析 の 目 的 も 達

成 で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 特 に 、 広 大 な 事 業 所 等 に お い て 、 管 理 ・ 監 督 者 当 の 要 人 の 所 在 も 常 時 把 握 し て お く 必 要

に 応 じ て は 、 そ の 動 線 分 析 シ ス テ ム に よ っ て 、 動 線 分 析 の 目 的 と は 別 に 、 大 勢 の 中 か ら マ

ー カ を 付 し た 特 定 の 人 を 識 別 し て 常 時 把 握 す る こ と も 可 能 で あ る 。 マ ー カ を 追 跡 す る た め

に は 上 述 の ビ ー コ ン 等 で な く 、 天 井 に 配 設 さ れ た カ メ ラ で 管 理 対 象 を 常 時 撮 影 し 、 そ の 撮

像 情 報 を 比 較 的 簡 素 な コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で 処 理 す る こ と に よ り 、 上 述 の 要 人 に 対 す る

常 時 把 握 も 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 に い う 二 次 元 マ ー カ は 、 位 置 検 出 用 マ ー カ と 、 情 報 を 埋 め 込 む た め の 情 報 用 マ ー カ

か ら 構 成 さ れ る 。 情 報 用 マ ー カ は 一 般 に 、 複 数 の 色 （ 多 く は 白 と 黒 ） を 持 つ 正 方 形 状 の ブ

ロ ッ ク （ 以 下 「 パ タ ー ン ブ ロ ッ ク 」 と い う ） を 並 べ て 構 成 し 、 そ の 配 置 の 違 い に よ っ て 情

報 を 表 す 。 二 次 元 マ ー カ の 大 き さ は 変 え ず に 情 報 量 を 増 や す た め に 、 ブ ロ ッ ク の 大 き さ を

小 さ く 緻 密 に す れ ば 、 同 じ 面 積 の 二 次 元 マ ー カ に 埋 め 込 め る 情 報 量 を 増 や せ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 し か し 、 同 じ 解 像 度 の カ メ ラ で 撮 像 情 報 を 得 る の で あ れ ば 、 モ ザ イ ク 模 様 が 緻 密 で あ る

ほ ど 、 そ の 二 次 元 マ ー カ が 大 き く 写 る よ う に 撮 影 す る 必 要 が あ る 。 こ れ は 、 二 次 元 マ ー カ

と カ メ ラ の 距 離 を 離 せ な い デ メ リ ッ ト に な る 。 ま た 、 撮 影 す る カ メ ラ ア ン グ ル が 正 面 か ら

斜 め に 傾 く ほ ど に 、 解 像 度 が 劣 化 し て モ ザ イ ク 模 様 か ら の 情 報 収 集 が 困 難 に な る 。 従 っ て

、 カ メ ラ に よ り 認 識 可 能 な 視 認 範 囲 を 狭 め ず に 保 持 し 表 示 可 能 な 情 報 量 を 増 や す こ と が 可

能 な 二 次 元 マ ー カ が 要 望 さ れ て い た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ １ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ７ ８ ３ ５ １ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 表 示 す る 情 報 用 マ ー カ を 時 刻 ご と に 切 り 替 え て 、 情 報 量 を 増 や す こ と

の で き る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 二 次 元 マ ー カ の 大 き さ は 変 わ ら な い の で 、 そ の 二 次 元 マ

ー カ を 認 識 可 能 な 距 離 も 変 わ ら な い 。 し か し な が ら 、 時 刻 ご と に 切 り 替 え て 表 示 す る に は

、 例 え ば 小 型 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ が 必 要 で 、 通 常 の 印 刷 物 で は 実 現 で き な い と い う 問 題 が

あ っ た 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 は 、 か か る 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は

、 紙 に 印 刷 し た よ う に 簡 便 か つ 静 的 で あ る と と も に 、 カ メ ラ に よ る 視 認 範 囲 を 狭 め ず に 保

持 し 表 示 可 能 な 情 報 量 を 増 や す こ と が 可 能 な 二 次 元 マ ー カ を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 請 求 項 １ に 係 る 本 発 明 は 、 管 理 対 象 を 識 別 す る た め 濃 淡 で 視 認 可 能 な 方 形 の パ タ ー ン ブ

ロ ッ ク が 異 な る モ ザ イ ク 模 様 に 印 刷 さ れ て 情 報 を 保 持 し 表 示 す る 表 示 領 域 が 形 成 さ れ た 二

次 元 マ ー カ で あ っ て 、 前 記 表 示 領 域 に は 、 視 認 性 を 優 先 し て 主 要 情 報 を 保 持 し 表 示 す る 主
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表 示 領 域 と 、 単 位 面 積 当 た り の 情 報 密 度 を 優 先 し て 補 足 的 情 報 を 保 持 し 表 示 す る 副 表 示 領

域 と 、 を 有 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 主 表 示 領 域 は 、 視 認 性 を 優 先 的 に 設 定 さ れ て い る の で 、

か な り 遠 方 で 斜 め 方 向 か ら 撮 像 す る カ メ ラ に も 、 主 要 情 報 を 比 較 的 高 い 信 頼 性 で 視 認 で き

る 。 ま た 、 副 表 示 領 域 は 、 単 位 面 積 当 た り の 情 報 密 度 を 優 先 的 に 設 定 さ れ て い る の で 、 信

頼 性 を 緩 和 す る 代 わ り に 、 補 足 的 情 報 を よ り 多 く 保 持 し 表 示 で き る 。 こ の よ う に 、 保 持 し

表 示 す る 情 報 の 重 要 性 に 応 じ て ２ 種 類 の 情 報 発 信 性 能 を 合 わ せ 持 つ こ と に よ り 、 紙 に 印 刷

し た よ う な 静 的 な 二 次 元 マ ー カ を 用 い た う え で 、 二 次 元 マ ー カ の 大 き さ は 変 え ず に 情 報 量

を 増 や す こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 カ メ ラ に よ る 視 認 範 囲 を 狭 め ず に 保 持 し 表 示 可 能 な 情

報 量 を 増 や す こ と が 可 能 な 二 次 元 マ ー カ を 提 供 で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 請 求 項 ９ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 二 次 元 マ ー カ を 付 し た 管 理 対 象 を カ メ ラ で 撮

像 し た 撮 像 情 報 を 計 算 機 で 処 理 し て 前 記 管 理 対 象 を 認 識 す る 二 次 元 マ ー カ 認 識 処 理 シ ス テ

ム で あ っ て 、 前 記 計 算 機 は 、 演 算 処 理 装 置 と 、 記 憶 装 置 と 、 該 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ た 所 定

の プ ロ グ ラ ム と 、 を 有 し 、 前 記 演 算 処 理 装 置 が 前 記 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る こ と に よ り 、 前

記 撮 像 情 報 に お け る 前 記 二 次 元 マ ー カ の 描 写 形 態 か ら マ ー カ 位 置 を 推 定 し て 前 記 入 出 力 部

に 出 力 す る 二 次 元 マ ー カ 位 置 検 出 部 と 、 前 記 撮 像 情 報 に お け る 前 記 モ ザ イ ク 模 様 に 保 持 し

表 示 さ れ た 情 報 を 読 み 取 っ て 前 記 入 出 力 部 に 出 力 す る 二 次 元 マ ー カ 情 報 読 取 部 と 、 前 記 二

次 元 マ ー カ 位 置 検 出 部 が 推 定 し た マ ー カ 位 置 の 履 歴 を 動 線 に 描 写 す る よ う に 前 記 入 出 力 部

に 出 力 す る 動 線 構 成 部 と 、 を 形 成 す る シ ス テ ム で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 請 求 項 ９ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 二 次 元 マ ー カ 位 置 検 出 部 は 、 撮 像 情 報 に お け る 二 次 元 マ

ー カ の 描 写 形 態 か ら マ ー カ 位 置 を 推 定 す る 。 こ の 推 定 さ れ た マ ー カ 位 置 を 、 動 線 構 成 部 が

履 歴 を 動 線 と し て 描 写 す る よ う に 入 出 力 部 に 出 力 す る 。 一 方 、 二 次 元 マ ー カ 情 報 読 取 部 は

、 撮 像 情 報 に お け る モ ザ イ ク 模 様 に 保 持 し 表 示 さ れ た 情 報 を 読 み 取 っ て 入 出 力 部 に 出 力 す

る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 紙 に 印 刷 し た よ う に 簡 便 か つ 静 的 で あ る と と も に 、 カ メ ラ に よ る 視 認 範 囲 を 狭 め ず に 保

持 し 表 示 可 能 な 情 報 量 を 増 や す こ と が 可 能 な 二 次 元 マ ー カ を 提 供 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 図 １ 】 実 施 例 １ に 係 る 二 次 元 マ ー カ に お け る 配 置 例 １ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の 二 次 元 マ ー カ の 利 用 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ の 二 次 元 マ ー カ に お け る 周 辺 近 傍 の 配 置 例 １ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 外 形 の 異 な る 二 次 元 マ ー カ に お け る 配 置 例 ２ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 さ ら に 外 形 の 異 な る 二 次 元 マ ー カ に お け る 他 の 配 置 例 ３ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 １ ～ 図 ５ の 二 次 元 マ ー カ を 応 用 し た 人 物 位 置 特 定 シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す 模

式 説 明 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ６ の 人 物 位 置 特 定 シ ス テ ム で 用 い る 計 算 機 の 機 能 等 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ６ の 人 物 位 置 特 定 シ ス テ ム で 用 い る 作 業 者 管 理 テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 実 施 例 ２ に 係 る 二 次 元 マ ー カ に お け る 配 置 例 ４ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 ９ の 二 次 元 マ ー カ に お け る 周 辺 近 傍 の 配 置 例 ４ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 第 二 の 作 業 者 管 理 テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 実 施 例 ３ に 係 る 二 次 元 マ ー カ に お け る 配 置 例 ５ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の 二 次 元 マ ー カ に お け る 周 辺 近 傍 の 配 置 例 ５ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ４ 】 実 施 例 ４ に 係 る 二 次 元 マ ー カ に お け る 配 置 例 ６ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ５ 】 二 次 元 マ ー カ に お け る 周 辺 近 傍 の 配 置 例 ６ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ ２ ２ 】

　 以 下 、 本 発 明 に 係 る 実 施 形 態 を 例 示 す る 実 施 例 １ ～ ４ に つ い て 、 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説

明 す る 。 な お 、 図 １ ～ 図 ５ を 用 い た 実 施 例 １ に よ り 配 置 例 １ ～ ３ を 例 示 す る 。 な お 、 図 １

～ 図 ３ は 配 置 例 １ 、 図 ４ は 他 の 配 置 例 ２ 、 図 ５ は 他 の 配 置 例 ３ で あ る 。 ま た 、 図 ９ 及 び 図

１ ０ を 用 い た 実 施 例 ２ に よ り 配 置 例 ４ を 例 示 す る 。 ま た 、 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ を 用 い た 実 施

例 ３ に よ り 配 置 例 ５ を 例 示 す る 。 ま た 、 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ を 用 い た 実 施 例 ４ に よ り 配 置 例

６ を 例 示 す る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 １ は 、 実 施 例 １ に 係 る 二 次 元 マ ー カ に お け る 各 情 報 の 配 置 例 １ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

図 １ に 示 す よ う に 、 二 次 元 マ ー カ １ に お い て 、 ま ず 、 位 置 検 出 用 マ ー カ を 配 置 す る 領 域 ４

が 設 定 さ れ る 。 な お 、 設 定 さ れ た 領 域 ４ が 矩 形 で あ る と し て も 、 二 次 元 マ ー カ １ 全 体 の 形

状 は 、 矩 形 で あ る 必 要 は な く 、 図 ４ 及 び 図 ５ を 用 い て 後 述 す る 平 行 四 辺 形 や 五 角 形 で も 構

わ な い 。 な お 、 位 置 検 出 用 マ ー カ 領 域 ４ は 、 本 発 明 で い う 主 表 示 領 域 ４ で あ り 、 同 一 符 号

４ を 付 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ２ は 、 図 １ の 二 次 元 マ ー カ の 利 用 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ に 一 例 を 示 す よ う に 、

二 次 元 マ ー カ １ を 帽 子 ５ の 頂 部 面 に 貼 り 付 け る 場 合 は 円 形 が 適 す る 。 こ れ は 、 図 ６ を 用 い

て 後 述 す る よ う に 、 帽 子 ５ を 被 っ た 人 １ ０ を 管 理 対 象 １ ０ （ 同 一 符 号 ） と す る 典 型 例 で あ

る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 一 方 、 位 置 検 出 用 マ ー カ は 、 一 般 に は 正 方 形 が 利 用 さ れ る 。 こ れ は 、 例 え ば Katoら の 方

法 (H. Kato and M. Bill inghurst, “ Marker tracking and hmd calibration for a vＩ

Ｄ eo-based augmented reality conferencing system,” in 2nd IEEE and ACM Internat

ional Workshop on Augmented Reality, 1999.(IWAR’ 99), 1999, pp. 85－ 94.) で 知 ら

れ て い る よ う に 、 検 出 方 法 が 確 立 さ れ て い る た め で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 １ に 例 示 し た よ う に 、 円 形 の 二 次 元 マ ー カ １ の 中 心 に 、 位 置 検 出 用 マ ー カ 領 域 ４ が 、

そ の 中 心 を 合 わ せ る よ う な 位 置 関 係 で 配 設 さ れ て い る 場 合 、 囲 み 枠 状 の 太 い 縁 取 り （ 以 下

、 単 に 「 囲 み 枠 」 と も い う ） を 有 す る 位 置 検 出 用 マ ー カ 領 域 ４ の 内 側 と 外 側 に は そ れ ぞ れ

余 白 が 生 じ る 。 こ の 余 白 は 、 比 較 的 狭 隘 な た め 、 位 置 検 出 用 マ ー カ 領 域 ４ と 同 等 の 大 き さ

及 び 形 状 の 領 域 を 設 定 す る こ と は で き な い の で 、 そ の ま ま な ら デ ッ ド ス ペ ー ス と な り が ち

で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 し か し 、 囲 み 枠 の 内 側 、 す な わ ち 、 位 置 検 出 用 マ ー カ ６ （ 図 ３ ） の 内 側 に 配 設 さ れ た 表

示 領 域 に 、 よ り 緻 密 な 内 側 表 示 領 域 ２ を 配 設 す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 囲 み 枠 の 外 側 、

す な わ ち 、 位 置 検 出 用 マ ー カ ６ の 外 側 に 配 設 さ れ た 表 示 領 域 に 、 よ り 緻 密 な 外 側 表 示 領 域

３ を 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ３ は 、 図 １ の 二 次 元 マ ー カ に お け る 周 辺 近 傍 の 配 置 例 １ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 １ 及

び 図 ３ を 対 照 し て 示 す よ う に 、 二 次 元 マ ー カ １ は 、 そ の 位 置 検 出 用 マ ー カ 領 域 ４ に 位 置 検

出 用 マ ー カ ６ を 配 置 し て い る 。 ま た 、 内 側 表 示 領 域 ２ （ 図 １ ） に は 、 内 側 マ ー カ ７ （ 図 ３

） が 配 置 さ れ て い る 。 同 様 に 、 外 側 表 示 領 域 ３ （ 図 １ ） に は 、 外 側 マ ー カ ８ （ 図 ３ ） が 配

置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 位 置 検 出 用 マ ー カ ６ は 、 例 え ば 、 黒 一 色 か ら な り 、 内 側 マ ー カ ７ 、 外 側 マ ー カ ８ は 、 例

え ば 、 白 と 黒 に 塗 り 分 け ら れ た 正 方 形 の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク か ら な る 。 位 置 検 出 用 マ ー カ ６

の 色 は 黒 に 限 ら ず 、 二 次 元 マ ー カ １ の 地 の 色 と 異 な れ ば よ い 。 ま た 、 内 側 マ ー カ ７ 及 び 外

側 マ ー カ ８ を 構 成 す る パ タ ー ン ブ ロ ッ ク の 色 も 、 白 と 黒 に 限 ら ず 、 二 次 元 マ ー カ １ の 地 の

色 と 異 な る 複 数 の 色 で あ れ ば よ い 。 な お 、 こ れ ら は 、 明 確 に 二 値 化 し 易 い よ う に 、 明 度 、
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す な わ ち 、 濃 淡 の 差 を 大 き く 、 強 い コ ン ト ラ ス ト で 描 く こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ３ か ら 読 み 取 れ る よ う に 、 二 次 元 マ ー カ １ は 、 保 持 可 能 な 情 報 が 外 側 マ ー カ ８ の 分 だ

け 増 え る 。 す な わ ち 、 内 側 マ ー カ ７ に ９ ブ ロ ッ ク 分 の 情 報 を 保 持 で き る 。 同 様 に 、 外 側 マ

ー カ ８ に １ ２ ブ ロ ッ ク 分 の 情 報 を 保 持 で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 白 と 黒 の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク を 用 い た 場 合 、 １ ブ ロ ッ ク は １ ビ ッ ト の 数 値 情 報 を 持 つ の で

、 内 側 マ ー カ ７ と 外 側 マ ー カ ８ に は 、 合 わ せ て 計 ２ １ ビ ッ ト の 数 値 情 報 を 持 た せ る こ と が

で き る 。 実 際 は 、 ９ ０ 度 ず つ ４ 方 向 に 回 転 し た 場 合 を 識 別 す る 処 理 負 担 が あ る 。 こ こ で 例

え ば 、 内 側 マ ー カ ７ の 四 隅 の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク の う ち 何 れ か １ つ の 隅 部 を 特 定 し て 、 回 り

止 め マ ー ク と 称 す る 。 そ の 回 り 止 め マ ー ク を 必 ず 白 に 、 他 を 黒 に 固 定 す る 。 こ の 場 合 、 数

値 情 報 は １ ７ ビ ッ ト で ４ ビ ッ ト 減 少 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 こ の 回 り 止 め マ ー ク が あ れ ば 、 同 一 マ ー ク の 同 一 情 報 で あ る に も か か わ ら ず 、 単 に 回 転

し て い る だ け で 、 別 マ ー ク の 別 情 報 に 誤 読 さ れ て し ま っ た と こ ろ を 避 け 易 く な る 。 す な わ

ち 、 こ の 誤 読 を 避 け る た め に は 、 相 当 の 演 算 処 理 負 担 が 逐 一 必 要 で あ っ た と こ ろ を 、 回 り

止 め マ ー ク の 位 置 が 二 次 元 マ ー カ の ど の 位 置 で あ る か を 判 別 す る 程 度 に 軽 減 で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 上 述 の 回 り 止 め マ ー ク は 、 説 明 の 便 宜 上 、 図 ３ に 示 し た 二 次 元 マ ー カ １ の 中 心 よ り 左 上

に 固 定 し て い る 。 こ の 図 ３ を ９ ０ 度 ず つ ４ 方 向 に 回 転 す れ ば 、 ４ つ の 場 合 を 作 れ る の で 相

応 の 情 報 を 付 与 で き る 。 し か し 、 図 ６ を 用 い て 後 述 す る 用 途 を 想 定 し た 場 合 、 対 象 者 １ ０

を 頭 上 か ら 見 下 ろ し た 撮 像 情 報 に お い て 、 対 象 者 １ ０ が 東 西 南 北 の 何 れ の 方 向 を 向 い て い

る か は 、 本 人 次 第 で あ る こ と が ほ と ん ど で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 こ の よ う な 場 合 、 上 述 の 回 り 止 め マ ー ク が あ っ て も 無 く て も 、 撮 像 情 報 を ソ フ ト ウ ェ ア

に よ っ て 回 転 さ せ る よ う に 処 理 す れ ば 、 対 象 者 １ ０ が 同 一 人 物 で あ る こ と を 特 定 で き る こ

と か ら 、 上 述 の 回 り 止 め マ ー ク の 位 置 が 上 下 左 右 の 何 れ で あ っ て も 、 図 ７ を 用 い て 後 述 す

る 計 算 機 １ ２ の 演 算 処 理 に よ っ て 同 一 と 認 識 さ せ る 。 指 紋 照 合 装 置 に お い て 、 同 じ 指 の 指

紋 な ら 上 下 左 右 に 回 転 さ せ た 場 合 で あ っ て も 、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 、 同 一 人 物 の 指 紋 で

あ る こ と が 判 明 で き る 要 領 で あ る 。 た だ し 、 上 述 の と お り 、 相 当 の 演 算 処 理 負 担 が 逐 一 必

要 と な る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 な お 、 回 転 し な い 性 質 の 管 理 対 象 で あ れ ば 、 回 り 止 め マ ー ク の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と に

よ り ４ ビ ッ ト 増 加 さ せ る か 、 回 転 判 明 の 処 理 負 担 を 軽 減 さ せ て も 構 わ な い 。 例 え ば 、 ベ ル

ト コ ン ベ ア 上 を 移 動 す る 管 理 対 象 の 場 合 は 、 回 転 し な い の で 回 転 判 別 が 不 要 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ４ は 、 外 形 の 異 な る 二 次 元 マ ー カ に お け る 配 置 例 ２ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ５ は 、 さ

ら に 外 形 の 異 な る 二 次 元 マ ー カ に お け る 他 の 配 置 例 ３ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ４ 及 び 図 ５

を 用 い て 、 二 次 元 マ ー カ １ は 、 円 形 に 限 る 必 要 は な い こ と を 説 明 す る 。 図 ４ に 二 次 元 マ ー

カ １ が 平 行 四 辺 形 で あ っ た 場 合 、 図 ５ に 二 次 元 マ ー カ １ が 五 角 形 で あ っ た 場 合 を 示 す 。 何

れ の 場 合 に も 、 二 次 元 マ ー カ １ に お い て 、 位 置 検 出 用 マ ー カ 領 域 ４ の 外 側 に は 余 白 が 生 じ

る の で 、 外 側 表 示 領 域 ３ を 図 ４ の 配 置 例 ２ 、 及 び 図 ５ 配 置 例 ３ に 示 す よ う に 配 置 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ６ は 、 図 １ ～ 図 ５ の 二 次 元 マ ー カ を 応 用 し た 人 物 位 置 特 定 シ ス テ ム の 概 略 構 成 を 示 す

模 式 説 明 図 で あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 人 物 位 置 特 定 シ ス テ ム は 、 二 次 元 マ ー カ １ の 応 用

例 と し て 、 特 定 の 人 物 １ ０ の 所 在 す る 位 置 を 検 出 す る シ ス テ ム で あ る 。 こ こ で 人 物 １ ０ は

、 二 次 元 マ ー カ １ が 装 着 さ れ た 帽 子 ５ を 被 っ て い る 。 こ の 人 物 位 置 特 定 シ ス テ ム は 、 カ メ

ラ １ １ 、 計 算 機 １ ２ 、 表 示 装 置 １ ３ を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 図 ７ は 、 図 ６ の 人 物 位 置 特 定 シ ス テ ム で 用 い る 計 算 機 の 機 能 等 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る

。 図 ７ に 示 す よ う に 、 計 算 機 １ ２ に お い て 、 所 定 の ソ フ ト ウ ェ ア （ プ ロ グ ラ ム ） が 実 行 さ

れ る こ と に よ り 、 人 物 の 位 置 を 特 定 す る と い う 目 的 を 実 現 す る た め の 各 機 能 が 形 成 さ れ る

。 す な わ ち 、 計 算 機 １ ２ は 、 不 図 示 の 演 算 処 理 装 置 （ Ｃ Ｐ Ｕ ） が 、 記 憶 装 置 １ ７ に 格 納 さ

れ た 所 定 の プ ロ グ ラ ム を 読 み 出 し て 実 行 す る こ と に よ り 、 二 次 元 マ ー カ 位 置 検 出 部 １ ４ と

、 二 次 元 マ ー カ 情 報 読 取 部 １ ５ と 、 動 線 構 成 部 １ ６ と 、 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 二 次 元 マ ー カ 位 置 検 出 部 １ ４ は 、 例 え ば 上 記 Katoら の 方 法 に 示 さ れ た 方 法 で 二 次 元 マ ー

カ １ の 位 置 、 す な わ ち 人 物 １ ０ の 位 置 を 検 出 す る 。 そ の 検 出 さ れ た 位 置 に 基 づ い て 、 二 次

元 マ ー カ 情 報 読 取 部 １ ５ は 、 内 側 マ ー カ ２ 及 び 外 側 表 示 領 域 ３ の 範 囲 を 特 定 で き る の で 、

内 側 マ ー カ ７ 及 び 外 側 マ ー カ ８ の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク の 配 置 か ら 、 対 応 す る 数 値 情 報 を 得 る

こ と が で き る 。 動 線 構 成 部 １ ６ は 、 同 一 の 数 値 情 報 を 持 つ 二 次 元 マ ー カ の 位 置 を 、 時 系 列

に つ な げ て 行 く こ と に よ り 動 線 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 図 ８ は 、 図 ６ の 人 物 位 置 特 定 シ ス テ ム で 用 い る 作 業 者 管 理 テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。 図

８ に 示 す 作 業 者 管 理 テ ー ブ ル １ ８ は 、 記 憶 装 置 １ ７ に 記 憶 さ れ て い る 。 こ の 作 業 者 管 理 テ

ー ブ ル １ ８ は 、 二 次 元 マ ー カ １ が 保 持 し 表 示 す る 数 値 情 報 と 、 二 次 元 マ ー カ １ が 装 着 さ れ

た 帽 子 ５ を 被 っ て い る 人 物 １ ０ と 、 そ の 人 物 １ ０ の 役 割 を 示 す 役 割 Ｉ Ｄ や 、 作 業 者 を 一 意

に 特 定 す る た め の 作 業 者 Ｉ Ｄ と の 関 係 を 保 持 す る 。 役 割 Ｉ Ｄ は 、 例 え ば 、 実 作 業 担 当 、 監

督 、 保 守 員 と い っ た 役 割 を 特 定 す る 。 こ の テ ー ブ ル を 用 い る こ と で 、 検 出 さ れ た 動 線 が 、

何 れ の 人 物 １ ０ の 動 線 で あ っ た か を 知 る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ４ １ 】

　 本 発 明 の 実 施 例 ２ の 構 成 を 、 図 ９ 及 び 図 １ ０ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ９ は 、 実 施 例 ２ に 係

る 二 次 元 マ ー カ に お け る 配 置 例 ４ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 １ ０ は 、 図 ９ の 二 次 元 マ ー カ に

お け る 周 辺 近 傍 の 配 置 例 ４ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ９ に 示 す よ う に 、 微 細 型 の 外 側 表 示 領

域 １ ９ を 設 け る 点 が 、 実 施 例 １ と は 異 な る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 微 細 型 の 外 側 表 示 領 域 １ ９ に は 、 内 側 表 示 領 域 ２ に て 使 わ れ る パ タ ー ン ブ ロ ッ ク よ り 小

粒 の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク か ら な る 微 細 型 の 外 側 マ ー カ ２ ０ を 配 置 す る 。 こ れ は 、 二 次 元 マ ー

カ １ に お い て 、 位 置 検 出 用 マ ー カ 領 域 ４ の 外 側 の 領 域 が 小 さ く 、 内 側 表 示 領 域 ２ に て 使 わ

れ る パ タ ー ン ブ ロ ッ ク と 同 じ 大 き さ の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク を 配 置 で き な い 場 合 に 、 効 果 的 で

あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 、 逆 に 言 え ば 、 位 置 検 出 用 マ ー カ 領 域 ４ の 大 き さ を 、 二 次 元 マ ー カ １ に 収 ま る 範 囲

で 最 大 化 で き る た め 、 二 次 元 マ ー カ １ を 付 し た 管 理 対 象 １ ０ が 、 カ メ ラ １ １ か ら 遠 い 距 離

で あ っ て も 、 位 置 検 出 用 マ ー カ 領 域 ４ を 検 知 し や す く な る 。 た だ し こ の 場 合 、 カ メ ラ １ １

と 二 次 元 マ ー カ １ の 距 離 が 遠 い 場 合 に 、 内 側 マ ー カ ７ の 持 つ 数 値 情 報 は 読 み 取 れ る が 、 微

細 型 の 外 側 マ ー カ ２ ０ の 持 つ 数 値 情 報 は 読 み 取 れ な い と い っ た 状 況 が 生 じ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 １ １ は 、 第 二 の 作 業 者 管 理 テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。 図 １ １ に 示 す よ う に 、 第 二 の 作

業 者 管 理 テ ー ブ ル １ ７ の 内 側 マ ー カ ７ の 持 つ 数 値 情 報 に は 、 役 割 Ｉ Ｄ が 紐 づ け ら れ る 。 一

台 の カ メ ラ １ １ で 撮 影 で き る よ う な 、 限 ら れ た 範 囲 の 現 場 に お い て 、 各 役 割 の 人 物 が 一 人

し か 存 在 し な い よ う な 体 制 で あ れ ば 、 同 一 情 報 の 内 側 マ ー カ ７ が 複 数 の 人 に 重 複 し て 付 与

さ れ る こ と は な い 。 つ ま り 、 少 な い ビ ッ ト 数 で も 足 り る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 よ っ て 、 動 線 構 成 部 １ ６ は 、 同 一 の 数 値 情 報 を 持 つ 内 側 マ ー カ ７ を 備 え た 二 次 元 マ ー カ

１ の 位 置 を 、 時 系 列 に つ な げ て 行 く こ と で 、 動 線 を 形 成 す る こ と が で き る 。 そ の 後 、 何 れ

か の タ イ ミ ン グ で 、 微 細 型 の 外 側 マ ー カ ２ ０ の も つ 数 値 情 報 が 読 み 取 れ れ ば 、 該 当 す る 動

線 に 第 二 の 作 業 者 管 理 テ ー ブ ル ２ １ に 示 し た 作 業 者 Ｉ Ｄ を 紐 づ け る こ と が で き る 。
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【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 つ ぎ に 、 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ を 用 い て 、 実 施 例 ３ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ２ は 、 実 施 例 ３

に 係 る 二 次 元 マ ー カ に お け る 配 置 例 ５ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 １ ３ は 、 図 １ ２ の 二 次 元 マ

ー カ に お け る 周 辺 近 傍 の 配 置 例 ５ を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 外 側 表 示 領 域 ３ と 、 微 細 型 の 外 側 表 示 領 域 １ ９ を と も に 利 用 す る

形 態 も 考 え ら れ る 。 こ の 場 合 の 内 側 マ ー カ ７ 、 外 側 マ ー カ ８ 、 微 細 型 の 外 側 マ ー カ ２ ０ の

配 置 を 、 図 １ ３ に 示 す 。 こ の 場 合 、 カ メ ラ １ １ か ら の 距 離 が 遠 い 場 合 に 、 内 側 マ ー カ ７ と

外 側 マ ー カ ８ の 持 つ 数 値 情 報 が 読 み 取 れ 、 微 細 型 の 外 側 マ ー カ ２ ０ の も つ 数 値 情 報 が 読 み

取 れ な い 、 と い う 状 況 が 起 こ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 そ う で あ っ た と し て も 、 実 施 例 ２ の 場 合 よ り も 、 読 み 取 れ な い 情 報 量 を い く ら か 低 減 す

る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 外 側 表 示 領 域 ３ が 必 要 な 分 、 内 側 マ ー カ ７ 及 び 外 側 マ ー

カ ８ （ 図 ３ ） の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク が 、 実 施 例 ２ よ り も 小 さ く な り 、 カ メ ラ １ １ ま で の 距 離

及 び ア ン グ ル 等 の 条 件 を 良 く し な い と 読 み 取 れ な い と い う ト レ ー ド オ フ が あ る 。

【 実 施 例 ４ 】

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 発 明 の 実 施 例 ４ の 構 成 を 、 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ ４ は 、 実 施 例 ４

に 係 る 二 次 元 マ ー カ に お け る 配 置 例 ６ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 １ ５ は 、 二 次 元 マ ー カ に お

け る 周 辺 近 傍 の 配 置 例 ６ を 示 す 平 面 図 で あ る 。 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 微 細 型 の 内 側 表 示 領

域 ２ ２ に は 、 よ り 小 粒 な パ タ ー ン ブ ロ ッ ク か ら な る 微 細 型 の 内 側 マ ー カ ２ ３ （ 図 １ ５ ） を

配 置 す る 。 内 側 マ ー カ ７ （ 図 ３ ） の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク が 減 っ て し ま う が 、 そ の 分 、 二 次 元

マ ー カ １ 全 体 と し て は 、 実 施 例 ２ と 比 較 し て 、 よ り 多 く の 数 値 情 報 を 保 持 し 表 示 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 要 点 を 特 許 請 求 の 範 囲 に 沿 っ て 説 明 す る 。

［ １ ］ 二 次 元 マ ー カ １ は 、 濃 淡 で 視 認 可 能 な 方 形 の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク が 異 な る モ ザ イ ク 模

様 に 印 刷 さ れ て 情 報 を 保 持 し 表 示 す る 表 示 領 域 が 形 成 さ れ た シ ー ト 状 の 識 別 子 で あ る 。 こ

の 二 次 元 マ ー カ １ は 、 モ ザ イ ク 模 様 の 違 い に 応 じ て 管 理 対 象 １ ０ （ 図 ６ ） を 識 別 で き る 。

図 １ に 示 す よ う に 、 表 示 領 域 は 、 主 表 示 領 域 ４ と 、 副 表 示 領 域 ２ ， ３ と 、 よ り 構 成 さ れ て

い る 。 主 表 示 領 域 ４ は 、 位 置 検 出 用 マ ー カ 領 域 ４ で あ る た め 、 主 表 示 領 域 ４ は 、 視 認 性 を

優 先 さ れ た 主 要 情 報 を 保 持 し 表 示 す る 。 副 表 示 領 域 ２ ， ３ は 、 単 位 面 積 当 た り の 情 報 密 度

を 優 先 し て 補 足 的 情 報 を 保 持 し 表 示 す る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 主 表 示 領 域 ４ は 、 視 認 性 を 優 先 的 に 設 定 さ れ て い る の で 、 か な り 撮 像 条 件 の 悪 い 遠 方 で

斜 め 方 向 の カ メ ラ １ １ か ら で も 、 主 要 情 報 を 比 較 的 高 い 信 頼 性 に よ っ て 視 認 で き る 。 ま た

、 副 表 示 領 域 ２ ， ３ は 、 単 位 面 積 当 た り の 情 報 密 度 を 優 先 的 に 設 定 さ れ て い る の で 、 信 頼

性 を 緩 和 す る 代 わ り に 、 補 足 的 情 報 を よ り 多 く 保 持 し 表 示 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 こ の よ う に 、 保 持 し 表 示 す る 情 報 の 重 要 性 に 応 じ て ２ 種 類 の 情 報 発 信 性 能 を 合 わ せ 持 つ

こ と に よ り 、 カ メ ラ １ １ に よ る 視 認 範 囲 を 狭 め ず に 保 持 し 表 示 可 能 な 情 報 量 を 増 や す こ と

が 可 能 な 二 次 元 マ ー カ １ を 提 供 で き る 。 し か も 、 こ の 二 次 元 マ ー カ １ は 、 シ ー ト 体 、 例 え

ば 、 紙 等 に 印 刷 し た シ ー ル 等 を 管 理 対 象 １ ０ に 貼 着 す る 形 態 （ 図 ２ 、 図 ５ ） で 利 用 可 能 で

き る た め 簡 便 か つ 静 的 で あ る 。 静 的 と は 表 示 装 置 の よ う な 駆 動 電 源 や 駆 動 装 置 が 不 要 で 、

情 報 を 保 持 し 表 示 す る 機 能 を 維 持 し 発 揮 し 続 け ら れ る も の を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

［ ２ ］ ま た 、 二 次 元 マ ー カ の 主 表 示 領 域 ４ は 、 副 表 示 領 域 １ ９ ， ２ ２ よ り も パ タ ー ン ブ ロ

ッ ク の 面 積 を 大 き く す る こ と が 好 ま し い 。 そ の よ う な 形 態 の 主 表 示 領 域 ４ は 、 パ タ ー ン ブ

ロ ッ ク の 面 積 が 大 き て 視 認 性 が 良 好 な の で 、 か な り 遠 方 で 斜 め 方 向 の カ メ ラ か ら で も 、 主
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表 示 領 域 ４ の 主 要 情 報 を 高 い 信 頼 性 で 視 認 で き る 。 逆 に 、 副 表 示 領 域 １ ９ ， ２ ２ の 補 足 情

報 は 、 信 頼 性 を 妥 協 す る 代 わ り に 、 よ り 多 く の 情 報 を 保 持 し 表 示 で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

［ ３ ］ ま た 、 二 次 元 マ ー カ の 主 表 示 領 域 ４ は 、 図 ９ ～ 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 モ ザ イ ク 模 様

の 最 大 対 角 を な す 外 形 突 端 の ２ 点 以 上 が 表 示 領 域 の 外 周 に 接 す る こ と が 好 ま し い 。 そ の よ

う な 形 態 の 主 表 示 領 域 ４ は 、 モ ザ イ ク 模 様 の 輪 郭 を 表 示 領 域 の 最 大 外 周 に ま で 接 し て 有 効

利 用 で き る 。 そ の 結 果 、 主 表 示 領 域 ４ は 、 占 有 面 積 を 大 き く 確 保 で き る の で 、 視 認 性 が よ

り 良 好 と な り 、 高 い 信 頼 性 で 情 報 読 み 取 り さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

［ ４ ］ ま た 、 二 次 元 マ ー カ の モ ザ イ ク 模 様 は 大 き さ の 異 な る ２ 種 類 の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク ７

， ２ ３ （ 図 １ ５ ） ／ ８ ， ２ ０ （ 図 １ ３ ） の 組 み 合 わ せ で 構 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 特 に

、 表 示 領 域 が 円 形 の 二 次 元 マ ー カ １ で あ れ ば 、 主 表 示 領 域 ４ 以 外 の 白 地 部 分 が 半 端 な 形 状

で 狭 隘 な た め デ ッ ド ス ペ ー ス で 無 駄 に な る 。 し か し 、 こ の 副 表 示 領 域 ２ ， ３ は 、 小 粒 も 交

え た 大 小 ２ 種 類 の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク ７ ， ８ ， ２ ０ ， ２ ３ に よ る モ ザ イ ク 模 様 で 緻 密 に 構 成

さ れ て い る 。 そ の モ ザ イ ク 模 様 は 、 半 端 に 残 さ れ た 狭 隘 な 表 示 領 域 の 外 形 に 沿 っ て 柔 軟 に

適 合 さ せ 易 い 。 し た が っ て 、 デ ッ ド ス ペ ー ス に な り そ う な と こ ろ に 副 表 示 領 域 １ ９ ， ２ ２

を 形 成 し て 有 効 利 用 で き る の で 、 保 持 し 表 示 可 能 な 情 報 量 を よ り 多 く す る こ と が 可 能 で あ

る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

［ ５ ］ ま た 、 二 次 元 マ ー カ の 主 表 示 領 域 ４ は 、 表 示 領 域 の 中 心 部 、 す な わ ち 、 実 質 的 に は

二 次 元 マ ー カ １ の 中 心 部 を 占 有 し て 設 定 す る と と も に 、 副 表 示 領 域 ３ は 表 示 領 域 の 周 辺 近

傍 部 に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ れ ば 、 視 認 性 良 好 な 中 心 部 を 占 有 す る 主 表 示 領

域 ４ に 対 し 、 そ の 残 り 僅 か な 周 辺 近 傍 部 が 半 端 な 形 状 で 狭 隘 な た め デ ッ ド ス ペ ー ス に な る

と こ ろ に 、 副 表 示 領 域 ３ を 設 定 で き る 。 副 表 示 領 域 ３ は 、 小 さ く ま と め る 等 、 外 形 に 柔 軟

性 を 持 た せ 易 く 形 成 さ れ る の で 、 デ ッ ド ス ペ ー ス に な る と こ ろ に 副 表 示 領 域 ３ を 当 て 嵌 め

て 有 効 利 用 で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

［ ６ ］ ま た 、 二 次 元 マ ー カ １ の 主 表 示 領 域 ４ は 、 表 示 領 域 の 大 部 分 を 占 有 す る よ う な 囲 み

枠 状 部 を 有 し て 形 成 さ れ 、 囲 み 枠 状 部 の 内 外 に 残 さ れ た 余 白 部 に 副 表 示 領 域 ２ ， ３ を 形 成

す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 囲 み 枠 状 部 は 、 表 示 領 域 、 す な わ ち 、 実 質 的 に は 二 次 元 マ ー カ

１ の 大 部 分 の 面 積 を 占 有 し て い る 。 こ の 囲 み 枠 状 部 を 有 す る 主 表 示 領 域 ４ は 、 視 認 性 が 良

好 な の で 、 主 表 示 領 域 ４ の 主 要 情 報 を 高 い 信 頼 性 で 保 持 し 表 示 で き る 。 ま た 、 囲 み 枠 状 部

の 内 外 に 残 さ れ た 余 白 部 を 副 表 示 領 域 ２ ， ３ に 用 い る こ と で 、 そ の 分 だ け 多 く の 情 報 を 保

持 し 表 示 で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

［ ７ ］ ま た 、 複 数 が 設 定 さ れ た 副 表 示 領 域 の う ち 、 主 表 示 領 域 ４ を 形 成 す る 囲 み 枠 状 部 の

外 側 に 位 置 す る 副 表 示 領 域 １ ９ は 、 囲 み 枠 状 部 の 内 側 に 位 置 す る 副 表 示 領 域 ２ よ り も パ タ

ー ン ブ ロ ッ ク を 小 さ く 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 囲 み 枠 状 部 の 外 側 に 位 置 す る 副 表 示 領 域

は 狭 隘 で 、 し か も 主 表 示 領 域 に 対 し て 残 り 僅 か な た め デ ッ ド ス ペ ー ス に な っ て し ま い が ち

で あ る 。 そ の デ ッ ド ス ペ ー ス に 、 よ り 小 粒 な パ タ ー ン ブ ロ ッ ク で 形 成 さ れ た 副 表 示 領 域 は

、 外 形 が 柔 軟 性 を 持 ち 易 く 、 当 て 嵌 め 易 い の で 有 効 利 用 で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

［ ８ ］ ま た 、 二 次 元 マ ー カ は 、 四 隅 の パ タ ー ン ブ ロ ッ ク の う ち 何 れ か １ つ の 隅 部 を 特 定 す

る た め に 回 り 止 め マ ー ク を 設 け 、 そ の 回 り 止 め マ ー ク を 必 ず 白 に 、 他 の ３ つ の 隅 部 を 黒 に

固 定 す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 回 り 止 め マ ー ク が あ れ ば 、 同 一 マ ー ク の 同 一 情 報 で あ る に

も か か わ ら ず 、 単 に 回 転 し て い る だ け で 、 別 マ ー ク の 別 情 報 で あ る か の よ う な 誤 読 を 避 け

易 く な る 。 す な わ ち 、 こ の 誤 読 を 避 け る た め に は 、 相 当 の 演 算 処 理 負 担 が 逐 一 必 要 で あ っ

た と こ ろ を 、 回 り 止 め マ ー ク の 位 置 が 二 次 元 マ ー カ １ の ど の 位 置 で あ る か を 判 別 す る 程 度

の 情 報 処 理 に 軽 減 で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】
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［ ９ ］ 二 次 元 マ ー カ 認 識 処 理 シ ス テ ム は 、 二 次 元 マ ー カ １ を 付 し た 管 理 対 象 を カ メ ラ で 撮

像 し た 撮 像 情 報 を 計 算 機 １ ２ で 処 理 し て 管 理 対 象 １ ０ を 認 識 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

計 算 機 １ ２ は 、 不 図 示 の 演 算 処 理 装 置 （ Ｃ Ｐ Ｕ ） と 、 記 憶 装 置 １ ７ と 、 そ の 記 憶 装 置 １ ７

に 格 納 さ れ た 所 定 の プ ロ グ ラ ム と 、 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 演 算 処 理 装 置 は 、 プ ロ グ ラ

ム を 実 行 し て 、 二 次 元 マ ー カ 位 置 検 出 部 １ ４ と 、 二 次 元 マ ー カ 情 報 読 取 部 １ ５ と 、 動 線 構

成 部 １ ６ と 、 を 形 成 す る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 二 次 元 マ ー カ 位 置 検 出 部 １ ４ は 、 撮 像 情 報 に お け る 二 次 元 マ ー カ １ の 描 写 形 態 か ら マ ー

カ 位 置 を 推 定 し て 入 出 力 部 １ ３ に 出 力 す る 。 動 線 構 成 部 １ ６ は 、 推 定 さ れ た マ ー カ 位 置 の

履 歴 を 動 線 に 描 写 す る よ う に 入 出 力 部 １ ３ に 出 力 す る 。 ま た 、 二 次 元 マ ー カ 情 報 読 取 部 １

５ は 、 撮 像 情 報 に お け る モ ザ イ ク 模 様 に 保 持 し 表 示 さ れ た 情 報 を 読 み 取 っ て 入 出 力 部 １ ３

に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 こ の 二 次 元 マ ー カ 認 識 処 理 シ ス テ ム は 、 管 理 対 象 １ ０ の 所 在 位 置 を 付 設 さ れ た 二 次 元 マ

ー カ １ を カ メ ラ １ １ が 常 時 捕 捉 ・ 追 跡 し 、 そ の マ ー カ 位 置 の 履 歴 を 表 示 装 置 １ ３ に 動 線 で

リ ア ル タ イ ム に 描 写 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

［ １ ０ ］ 二 次 元 マ ー カ 認 識 処 理 シ ス テ ム は 、 人 １ ０ を 管 理 対 象 に し て も 好 適 で あ る 。 そ の

場 合 、 主 表 示 領 域 ４ で 保 持 し 表 示 さ れ る 情 報 は 、 個 人 を グ ル ー ピ ン グ し た 情 報 と 紐 づ け る

。 ま た 、 副 表 示 領 域 ２ ， ３ で 保 持 し 表 示 さ れ る 情 報 は 、 個 人 を グ ル ー ピ ン グ し た 情 報 と 合

わ せ る こ と で 個 人 を 特 定 で き る 情 報 と 紐 づ け る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 個 人 を グ ル ー ピ ン グ し た 情 報 と は 、 大 勢 い る 人 の 中 で 、 例 え ば 、 責 任 者 、 管 理 監 督 者 、

グ ル ー プ リ ー ダ 等 、 あ る い は 一 般 職 と い っ た 役 職 名 を 意 味 す る 。 こ の よ う な 役 職 名 の 情 報

に 基 づ い て 該 当 者 を 追 跡 す る 必 要 性 が 多 い の で 、 主 表 示 領 域 ４ で 保 持 し 表 示 さ れ る 主 要 情

報 に 位 置 付 け る 。 主 表 示 領 域 ４ は 、 視 認 性 を 優 先 的 に 設 定 さ れ て い る の で 、 か な り 遠 方 で

斜 め 方 向 の カ メ ラ か ら で も 、 主 要 情 報 を 比 較 的 高 い 信 頼 性 に よ っ て 視 認 で き る 。 例 え ば 、

工 場 長 の 所 在 を リ ア ル タ イ ム に 追 跡 す る 機 能 が 重 要 で あ れ ば 、 そ れ に 好 適 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 一 方 、 個 人 を グ ル ー ピ ン グ し た 情 報 と 合 わ せ る こ と で 個 人 を 特 定 で き る 情 報 と は 、 例 え

ば 、 一 般 職 の 男 性 で 、 ２ ２ 歳 の Ａ さ ん は ４ 月 １ 日 に こ の 工 場 に 配 属 さ れ た 人 、 と い っ た 詳

細 な 情 報 が 紐 づ け ら れ て い る 。 仮 に カ メ ラ 映 り の 不 具 合 の た め 情 報 読 み 取 り 精 度 が 劣 化 し

て も 、 主 情 報 だ け は 読 み 取 れ て 、 個 人 を グ ル ー ピ ン グ し た 情 報 と し て 一 般 職 で あ る こ と が

判 明 す れ ば 、 そ れ で 足 り る こ と が 多 い の で 、 十 分 に 実 用 性 を 保 つ こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ６ 】

１ 　 二 次 元 マ ー カ

２ 　 内 側 表 示 領 域 （ 副 表 示 領 域 ）

３ 　 外 側 表 示 領 域 （ 副 表 示 領 域 ）

４ 　 位 置 検 出 用 マ ー カ 領 域 （ 主 表 示 領 域 ）

６ 　 位 置 検 出 用 マ ー カ

５ 　 二 次 元 マ ー カ が 装 着 さ れ た 帽 子

７ 　 内 側 マ ー カ

８ 　 外 側 マ ー カ

１ ０ 　 二 次 元 マ ー カ が 装 着 さ れ た 帽 子 を 被 っ た 人 物 （ 管 理 対 象 ）

１ １ 　 カ メ ラ

１ ２ 　 計 算 機

１ ３ 　 表 示 装 置 （ 入 出 力 部 ）

１ ４ 　 二 次 元 マ ー カ 位 置 検 出 部

１ ５ 　 二 次 元 マ ー カ 情 報 読 取 部
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１ ６ 　 動 線 構 成 部

１ ７ 　 記 憶 装 置

１ ８ 　 作 業 者 管 理 テ ー ブ ル

１ ９ 　 微 細 型 の 外 側 表 示 領 域 （ 副 表 示 領 域 ）

２ ０ 　 微 細 型 の 外 側 マ ー カ

２ １ 　 第 二 の 作 業 者 管 理 テ ー ブ ル

２ ２ 　 微 細 型 の 内 側 表 示 領 域 （ 副 表 示 領 域 ）

２ ３ 　 微 細 型 の 内 側 マ ー カ

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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